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０．はじめに
フランツ･カフカ（FranzKafka）は、「判決』（ＤａｓｍＴ巴i、．「変身」（Ｄｊｂ
ｂｗａｍＡｍｇう゜『流刑地にて』（ｈｄＤｒｓｚｍｚｈ/bｍｅ）の三作品を「刑罰」
(Strafbn)というタイトルの短篇集として出版する可能性を考えていたようだ
(Binderl975)。この案は、しかし、出版者クルト・ヴォルフ（KurtWblfO
に拒否されることになり、結局、実現されなかった。そもそもカフカがこのよ
うな案をもつにいたった背景には、この三つの短篇に共通する何らかの構造が
同８
想定されていたからであろう。その構造を支えるのが、タイトルになりえた｢刑
罰」であろうことは容易に想像がつく。もしそうだとするなら、この三作品で
共通する要素である「刑罰」をめぐって、どのような形で物語が構造化されて
いるのかを問題にすることができる。たとえば「判決」を例にとれば、そこに
は（１）対立する二人の主要登場人物間における「支配力」の差の存在、（２）
その支配力の主要登場人物間の移動、（３）支配力の移動を明示する「お見通し」
発言、そして（４）片方の主要登場人物の死、の４点が認められる（Nishijima
2005)。三作品の共通性について議論するなら、このような構造が他の二作品
においても同様に見られるのかどうかを検討する必要がある。
そこで､本稿では最初の取っ掛かりとして､関連する三作品の一つである「流
刑地にて』を調査対象に分析してみることにした。「流刑地にて」では、前段と
後段とで主要登場人物間の力関係に変化が見て取れる。その変化は「お見通し」
発言の使用によって効果的に提示されているように思われる。これを検証し、
さらにその用法を分析するのが本稿の目的である。
1．問題の所在
1.1．短篇集出版の企画
カフカは「判決」（ＤａｓＺﾉら･ｔＧｉＤと『変身」（ｍｅ陥zwmmYmZg）という２篇
の短篇小説にもうｌ篇の作品を加えて、３篇からなる短篇小説集の出版を考え
ていた。当初は、『火夫』（ＤｅｒＨ巳jzeaを加えて「息子たち」(DieS6hne)とい
うタイトルの小説集を出版社のクルト・ヴォルフ（KurtWO1fDに提案してい
た。ところが、後に、「火夫」が独立して単行本として出版されることになった
ため、この計画は頓挫した。そこで、今度は『火夫』のかわりに「流刑地にて」
（ん。巴rSmUqﾋﾛﾉｂｍａを加えて「刑罰」（Strafbn)という表題での短篇集の出
版を同じ出版社にもちかけた。この計画も『判決」が単独で出版される可能性
が出てきたので、それを優先し、短篇集の出版計画を取り下げることになった
（Binderl975:156,158,175f､)。
このようにカフカが三つの短篇を「息子たち」ないし「刑罰」というタイト
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ルの作品集として出版を計画していたということは、これらの作品が形式的に
ないしは内容的に関連しているということであろう。その関連`性について、た
とえば、出版社クルト・ヴォルフ宛の１９１３年４月１１日付けのカフカの手紙に
はつぎのよう書かれている。
》)DerHeizer《い》dieVerwandlung《《(…)ｕｎｄｄａｓ》》Urten《《geh6reniiu6erlich
undinnerlichzusammen，esbestehtzwischenihneneineoffenbareund
nochmehreinegeheimeVerbindung，aufderenDarstenungdurch
ZusammenfHssungineinemetwa》》DieS6hne《《betiteltenBuchichnicht
verzichtenm6chte.(BzjaZZﾖ,116）
（試訳：「火夫』と『変身」（…）それに『判決」は、外面的にも内面的に
も緊密な関係を有しています。これらの間には、明白で、そしてそれにも
まして隠された結びつきがあります。それを、たとえば「息子たち」とい
うタイトルをつけた１冊の本にまとめることで表現することを私はあきら
めたくはありません｡）
「息子たち」というタイトルでまとめようとしている３篇の作品「火夫」「判
決』「変身』は、上掲の手紙で記述されているように、たしかに父と息子の関係
が共通に、しかもそれぞれのやり方で扱われている。
他方、『判決』『変身」「流刑地にて」を１冊にまとめる場合は「刑罰」とい
う作品集のタイトルをカフカは考えていた。
Zuniichstwar（…）dieRede，（…）sondernvoneinemNovellenband
》Strafbn《《（Urten-Verwandlung-Strafkolonie)，dessenHerausgabe
mirHerrWOlffschonvorlangerZeitinAussichtgestellthat・Diese
GeschichtengebeneinegewisseEinheit，auchwiirenatUrlichein
NovellenbandeineansehnlichereVer6ffbntnchunggewesen，ａｌｓｄｉｅ
Ｈｅｆｔｅｄｅｓ》》Jiingstennlg《《,trotzdemwollteichsehrgerneaufdenBand
verzichten，wennmirdieM6glichkeiterschien，ｄａ６ｄａｓ）)Urten《《ｉｎ
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emembesonderenHeftherausgegebenwerdenk6nnte.(Ｂz允危148f）
（試訳：当初話していたのは、（…）短篇集「刑罰」（『判決」－『変身」－
『流刑地｣）でした。その出版をヴォルフ氏は、すでにだいぶ前に約束して
くれました。これらの物語にはある種の一致がありますし、短篇集になっ
た場合は、当然ながら、「最後の日」の冊子よりも堂々とした出版物になっ
ていたことでしょう。それにもかかわらず、私は、もし『判決』が特別の
一冊として出版される可能性があるとすれば、この短篇集の出版を進んで
あきらめましょう｡）
たしかに、「判決』と『変身」では、父と息子との対立が描かれ、父が息子
に「刑罰」を与え、その結果、息子は死んでしまう。しかし、これらの父と息
子の対立がテーマになった作品と違って、「流刑地にて」では「刑罰」が士官
（Offizier）に対してなされ、自慢の処刑機械によって処刑されてしまう。すな
わち､ここでは父と息子という実質的な血縁関係に基づく対立は認められない。
背景には、むしろ抽象化された前・現司令官（Kommandant）の対立関係があ
るようだ。
本稿で問題とするのは、このような短篇集の出版計画の背景にある作品間の
関連性である。とりわけ、筆者が関心をもつのは、両短篇集出版企画の共通基
盤となっている二つの短篇「判決』と「変身』の形式的・内容的関連性である。
この二作品では、登場人物間において権力ないし支配力の差が存在し、さらに
それが登場人物間で移動するという現象がみてとれる。その観点からすると、
構造的に両者と同じく権力関係の差とその移動が認められるのは、「火夫』より
も「流刑地にて』が顕著である。しかも、権力の移動があった後、刑罰による
死が伴うという点でも「流刑地にて』との共通点が見られる。そこで、本稿で
は「刑罰」というタイトルで短篇集の出版が企画された３篇（『判決」「変身」
『流刑地にて｣）に関心の方向を限定する。
ところで、「刑罰」というタイトルで関連づけられる３短篇だが、『変身」が
独立した－冊として出版されると、残るのは『判決」と『流刑地にて」という
ことになる。この二つの作品をまとめて出版することについて、カフカは反対
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していた。出版社のクルト・ヴォルフ社宛の１９１６年８月１９日付けの手紙にそ
の件がある：
HinzufUgenm6chteichnmdaB》》Urteil《《ｕｎｄ》》Strafkolonie《《nach
meinemGeflihleineabscheulicheVerbindungergebenwUrden；
》》Verwandlung《《k6nnteimmerhmzwischenihnenvermitteln;ohnesie
aberhieBeeswirklichzweifremdeK6pfbmitGewaldgegeneinander
schlagen.(BzTDrbm49）
（試訳：付け加えておきたいことは、『判決』と「流刑地」は、私の感覚に
よると、いやな結びつけを引き起こすことになるということだけです。『変
身」があれば、それなら何とかこの二作品を仲介してくれるでしょう。し
かしそれがないとすると、本当に二つの見知らぬ頭どうしを互いに力ずく
でぶつけあうことになります｡）
両作品は、構造的に似ているように思えるが、それらを『変身」なしで１冊
の本に収めるのは、「いやな結びつけ（abscheuUcheVierbindung)」と述べて
いる。これはどういうことなのか。両者は、相互に関連があるはずなのに、「本
当に二つの見知らぬ頭どうしを互いに力ずくでぶつけあう（wirklichzwei
hemdeK6pfbmitGewaldgegeneinanderschlagen)」とは具体的にはどのよ
うなことなのか。
1.2.問題設定
本稿では、『判決』と『流刑地にて』の両作品に構造的類似性があることを
登場人物間の支配力の差の存在、その移動およびその変化の「お見通し」発言
による具現化という観点から検証する。したがって、分析の中心は「流刑地に
て』となる。
筆者はかつて『判決」を言語学的に分析した結果、この作品では登場人物間
で支配力に差があり、その移動が行われ、その移動を明示する言語手段に「お
見通し」発言が使用されていることを明らかにした（Nishijima2005)。そこ
８２
で、本稿では「刑罰」というタイトルで出版が計画されていた他の短篇におい
ても同じように支配力の移動がなされ、それを象徴する言語手段として「お見
通し」発言が有効に働いているかどうかを『流刑地にて」で明らかにする。『変
身』については、別の機会に分析する予定なので、本稿ではふれないことにする。
1.3．「お見通し」発言
力フカの初期代表作の一つである『判決」にはある種の奇妙な発話が認めら
れる。それは、対話相手に向かって相手の思考内容を二人称主語の平叙文で断
定的に表現するというものである。たとえば、つぎの下線が施された箇所がそ
れである。
,,DuJenkst､duhastnochdieKraft,hierherzukommenundhiiltstdich
bloBzuriick,weildusowmst."(DasZﾉDTBiﾉﾘＳ５８.強調は論者による。以
下、同様｡）
これは、父親が息子に向かって話している場面である。この発話がなぜ奇妙か
といえば、通常の話者が対話相手である他者個人の思考などの内面世界を断定
的に言明することは認識論的に不可能であり、したがって文法違反となるから
である。もちろん、これは作品内で起きていることなので、例外と捉えられな
いわけではない。しかし、たとえ文芸作品とはいえ、他者の思考内容に立ち入
って、それを断定的に叙述できるのは、いわゆる「全知の語り手（auktorialer
Erzdhler)」（Stanzell985）以外では、通常ありえない（Ｃｆ益岡1997)。こ
う考えるなら、語り手以外の登場人物が、語り手と同じ立場に立って別の登場
人物の思考内容を断定的に述べるというのはやはり奇妙な発話と言わざるをえ
ない。
そのような発話は文法的ないしは認識論的に奇妙だが、それをテクスト内で
整合的に理解し、受け入れようとするなら、登場人物間に存在次元の差を想定
せざるをえない（Ｃｆ西嶋2001)。すなわち、「全知の語り手」と同様に、登場
人物の思考内容を見通せる能力、つまり支配力を前提とする必要がある。他者
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に対して「刑罰」を実行できるかどうかは、相手に対する、次元をこえた権力
の所持とその実行能力にかかっている。といえる。そして、相手の思考内容を
断定的に言明する発話は、そのような能力の差、権力の差、地位や支配力の差
が登場人物間に存在することを明示的に示すある種の技法とみなすことができ
る。このような奇妙な発言を「お見通し」発言（durchschauendeAuBerung）
と呼ぶことにする（西嶋2004,Nishijima2005)。「お見通し」発言は、登場人
物間の力関係に差があることを前提にし、その使用は、他の登場人物に支配力
を誇示するものであると定義しておく。上記の例は、したがって、父親が息子
に対してその支配力を誇示していると解釈される。
1.4.先行研究
『流刑地にて」に関する文芸学的研究はきわめて多い。ところが、これを言
語学的に分析した報告はほとんどない。最近では記号論の立場からの研究（菅
野2006)が新たな地平を拓いているという点でとりわけ注目される。しかし、
本稿の分析対象である「お見通し」発言といったような特殊な表現に着目して
この作品を考察した研究はこれまでなかった。
「お見通し」発言という、登場人物間でその「力」の差を明示させる言語使
用が存在すること指摘した文献は､西嶋（2004)とNishijima(2005)である｡｢お
見通し」発言という名称こそ用いていないが、日本語の会話に特徴的に見られ
る発話を「先取り表現」という形で対話相手の思考に立ち入る場合があること
を指摘した研究がある（ザトラウスキー2003)。しかし、この研究は話者と相
手との間に存在するかもしれない存在次元の差は認めていない。日常的な世界
での対等関係を前提としているからである｡いずれにせよ､日常的な場面では、
対話相手の内面に立ち入ることは日本語などの少数言語を除いてはかなりむず
かしいものであることがわかる。また、異次元間の交流に関して、カフカのテ
クスト内の会話において、次元の異なる発話と地の文との混交を問題にした研
究としては、西嶋（2001）がある。
8４
2．『判決』と『流刑地にて』の構造的類似'性
2.1．『判決』の構造
『判決」の主要登場人物は、ゲオルク（Georg）とその父（Vater）である。
物語を簡単にまとめると、つぎのようになる。ゲオルクは、自分の部屋でロシ
アにいる友人に婚約したことを告げる手紙を書いている。その手紙をもって、
父の部屋にいく。父親に対して手紙の話をすると、それまで病気で弱って寝て
いたはずの父親は急に元気になり､ゲオルクのこれまでの行動を批判し始める。
そして、父親はゲオルクに死刑判決を下す。その結果、ゲオルクは外に出て橋
から川に飛び込む。
物語は、三つのシーンから構成されている：（１）ゲオルクの部屋、（２）父の
部屋、そして（３）屋外である。興味深いのは、語りの視点が場面ごとに変化
する点である。シーン（１）では、行動はゲオルクの視点から三人称形式（Er
Form）で語られる。シーン（２）では、ゲオルクと父との対話が中心となり、
シーン（１）でゲオルクによって語られた事態は父の発話によって相対化され
る。ここで二つの視点が対立することになる。視点の対立は、両登場人物間の
役割や地位の違いを反映する。すなわち、存在レベルに差があることを暗示し
ている。
2.2．『流刑地にて』の構造
「流刑地にて｣の登場人物は、士官(Offizier)、研究旅行者(ForsChungsreisender)、
兵士（Soldat)、囚人（Verurtenter）の４名である。この他に、対話の中で言
及される存在として、現司令官（Kommandant）とその前任者で、すでに亡く
なっている前司令官がいる。作品内で、まともな対話がなされるのは士官と旅
行者の二人だけである。主要登場人物は、したがって、処刑を行なう士官とそ
れを見学に来た旅行者である。現行の処刑システムを考案したのは、すでに亡
くなっている前司令官だが、現司令官はそれに反対の立場をとっている。その
意味で両者は対立しているといえる。主要登場人物の士官は、前司令官のシス
テムを引き継いで実行しているので、いわばその代理人として登場していると
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言っていいだろう。他方、もう一方の主要登場人物である旅行者は、現司令官
によって派遣されてきているので、その代理と見なすことができるだろう。そ
う考えていいなら、新旧二人の司令官の対立が士官と旅行者の代理による対立
になっていることがわかる（伊藤1980:119f)。
まず、物語の前半部は、士官による処刑システムの解説で始まる。自信満々
で説明するが、しだいに現司令官からは支持が得られていないことが明らかに
なる。そこで、自分の立場に支持が得られるように旅行者にある行動をするよ
う断定的に協力を持ち掛ける。ところが、その要求を旅行者は拒否する。そし
て、旅行者は、相手である士官が自分の行動を断定的に話してきた内容を否定
して、自ら意図を明らかにする。すると、士官は囚人を解放して、自らをその
機械にかけ、処刑される。
2.3.両作品の平行'性
『判決」と『流刑地にて」の両作品とも、大きく前段と後段の二つの部分に
分けて考えることができよう。前段は、支配力を保持しているようにみえるゲ
オルクと士官の独壇場である。後段は、前段では病弱だった父と積極的でなか
った旅行者が逆に力を発揮する。その結果、ゲオルクと士官は「刑罰」を受け
て死ぬはめになる。『判決」では、父と子の支配力の対立とその移動が認められ
るが、「流刑地にて』では、その支配力の対立とその移動が、血縁という次元を
超え、より抽象的な形で実現しているとみなすことができる。
3.方法
すでに見たように、『流刑地にて」の主要登場人物は、士官と研究旅行者の２
名といっていい。作品内で、まともな会話がなされるのは士官と旅行者の二人
だけだからである。本稿末にこの二人の会話から二人称（Sie）を主語とする表
現をすべて抜き出して掲げてある（資料を参照)。これを「お見通し」発言を分
析するための材料とする。
調査方法は、士官と研究旅行者のそれぞれの発言での「お見通し」発言をそ
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の出現場面と機能という観点から分析する。
4.結果と考察
「お見通し」発言と見なすことができる発話が数箇所見つかった。以下、そ
れらを抜書きしておく。そして、その部分の日本語訳と英語訳を参考に挙げて
おこう。まず､士官が現司令官の考えていることを述べている箇所を挙げる（下
線は論者による。以下同様)。
SeineBerechnungistsorgfmtig:Siesinddenzweitennlgaufderlnse１，
SiekanntendenaltenKommandantenundseinenGedankenkreis
nicht,SiesindineuropiiischenAnschauungenbefangen,vielleichtsind
SieeingrundsiitzlicherGegnerderTbdesstrafbimallgememenund
einerderartigenmaschinellenHinrichtungsartimbesonderen，Sie
seheniiberdies，wiedieHinrichtungohne6ffbnthcheAntennahme，
traurig,aufeinerbereitsetwasbeschiidigtenMaschinevorsichgeht-
wiireeｓｎｕｎ，allesdieseszusammengenommen（ｓｏｄｅｎｋｔｄｅｒ
Kommandant),nichtsehrleichtm6glich,da6SiemeinVerfblhrennicht
fnrrichtighalten？ＵｎｄwennSieesmchtfYirrichtighalten,werdenSie
）nichtdies ｉｃｈｒｅｄｅｎｏｃｈｉｍｍｅｒｉｍＳｉｎｎｅｄｅｓＫｏｍｍandanten
verschweigen，dennSievertrauendochgewiBIhrenvielerprobten
Uberzeugungen､SiehabenallerdingsvieleEigentiimlichkeitenvieler
V61kergesehenundachtengelernt，Siewerdendaherwahrscheinlich
sichnichtmitganzerKraft,wieSieesvielleichtinlhrerHeimattun
wUrden,gegendasVerfahrenaussprechen.(nzd巴rSmU，【､ﾉbzmS228）
上記テクスト中央から下にかけた部分につぎの発話が見られる。便宜的に番
号をつけて引用しておく。
８７
1)(sodenktderKommandant）
2)(iChredenochimmerimSinnedesKommandanten）
1)と２)は、その主語がそれぞれ三人称と一人称なので「お見通し」発言とはい
えない。「お見通し」発言は、定義上、二人称に関わるからである。しかし、両
文とも司令官の考えを断定的に述べているという点で、発話者はあたかもすべ
てを知っているかのようにふるまっている。その意味で、支配力を誇示してい
ると理解することができる。これらの表現は、ドイツ語ならばおそらく人称制
限に引っかからないのであろうが、日本語では人称制限があるので、奇妙に聞
こえてしまう可能性がある（vgL益岡1997)。そのため、日本語訳では工夫が
なされている。一つの日本語訳を見てみよう。
3）（と、司令官は考えたにちがいありません）
4）（つまり、司令官が考えたであろうことを申しているまでですが）
(池内訳：８０）
この池内訳を見るとわかるように、「ちがいありません」「であろう」というよ
うに推量を表現する形式が使用されている。他者の思考には立ち入れないと見
なしているからであろう’)。
英語ではどう訳されているのであろうか。
5)(sothinkstheCommandant）
6)(I,mstinspeakingfromtheCommandant，spointofview）
（英語訳：155）
５)と６)の英語訳を見る限り、英語では日本語でのような配慮はなされていな
いことがわかる。
つぎは、士官による「お見通し」発言と思われる箇所を抜書きする。この場
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面では､現司令官のところでとろであろう旅行者の行動が断定的に述べられる。
Siewolleneingreifbn,Siehabennichtdasgesagt,waserverkiindet，
SiehabenmeinVerfahrennichtunmenschlichgenannt,imGegenteil，
IhrertiefbnEmsichtentsprechend,haltenSieesfnrdasmenschlichste
undmenschenwUrdigste，SiebewundernauchdieseMaschinerｉｅ－
ａｂｅｒｅｓｉｓｔｚｕｓｐｉｉｔ；ＳｉｅｋｏｍｍｅｎｇａｒｎｉｃｈｔａｕｆｄｅｎＢａｌｋｏｎ,derschon
vollDamenist；Siewonensichbemerkbarmachen；ＳｉｅｗｏＵｅｎ
schreien;abereineDamenhandhiiltlhnendenＭｕｎｄｚｕ－ｕｎｄｉｃｈｕｎｄ
dasWerkdesaltenKommandantensindverloren.(229f）
旅行者に対して、下線部の箇所でその行動を断定的に表現している。下線部分
を抜き出してみよう。
7)SiewoUeneingreifbn
8)SiewoUensichbemerkbarmachen;Siewollenschreien
まず7)だが、この箇所は､現司令官のところで旅行者がとる行動を述べている。
目の前にいる旅行者がとる行動を断定的に述べているので、これは「お見通し」
発言といえる。翻訳では、日本語に直訳すると奇妙になるので、９)のように「で
しょう」という推量表現を使って断定が巧妙に避けられている2)。
9）「あなたは出ていって抗議なさるでしょう」（池内訳：８１）
英語の例も見てみよう。次の１０)のように英語訳でも、不確実な推量を表わす
話法の助動詞「may」を利用して、断定を避けていることがわかる。
10)Ybumaxwanttointerpose(英語訳：156）
8９
この場面の「お見通し」発言によって士官は相手の行動を初めて断定的に述
べているが、ここは旅行者に対して優越する士官の立場が明確になるところで
ある。８)を日本語に訳す際、ドイツ語の「お見通し」発言に合わせて訳そうと
努力したのが、次の１１)である。
11）「あなたは何とかしたい、大声で叫びたい」（池内訳：８２）
話法の助動詞「wollen」の意志表現をそのまま訳している。目の前にいる相手
の意志を断言しているので、どうしても奇妙に感じられる訳文である3)｡他方、
英語は上と同様に推量の「may」を利用して断定を回避している。
12)Ｙｏｕ辺型trytodrawattentiontoyourself;YbumaVwanttoscream
out.(英語訳：156）
士官は自分の立場を有利にするための算段を旅行者に話して聞かせ、その計画
の実行に際し、援助してくれるのかどうか尋ねた後、つぎの１３)のように旅行
者による援助を当然のことのように断定する：
13)AbernatiirlichwollenSie mehralsdas,Siemiissen.(234f）
日本語訳を見てみよう。ドイツ語に必ずしも対応した訳ではないが、それでも
14)のように、問いかけを用いることにより、断定を避けていることが分る4)。
14）「いや、援けないではいられない、そうなのではありませんか」
(池内訳：８７）
英語訳はどうであろうか。１５)を見ると、意志を表わす表現がとられている。こ
のような表現が可能なのは、日本語と違って人称制限がないからであろう。
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15)Butofcourseyouarewilhng.(英語訳：159）
当然のごとく、士官は旅行者に助けを求めた。ところが、旅行者はその要求
を拒絶する。そして、旅行者は、士官が「お見通し」発言によって述べてきた
自分の行動を、１６)のように「あなたはまだ知らない」と否定的に断言し、自分
の意図を明らかにする。
16） ＳｉｅｗｉｓｓｅｎｎｏｃｈｎｉｃｈｔｗａｓｉｃｈｔｕｎｗｉｎlchwerdemeinAnsicht
UberdasVerfahrenderKommandantenzwarsagen,abernichtin
einerSitzung.(Ｓ236）
当該部分の日本語は、１７)のようになっている。
17）「これから自分がどうするかをお話しておきます」（池内訳：Ｓ８９）
この日本語訳で興味深いのは、ドイツ語とは異なる叙述視点が選択されている
ということである。すなわち、旅行者は、相手である士官の内面については言
及せずに、自分が話すという視点から訳されている。これも、ドイツ語の表現
をそのまま訳すと日本語としては理解しにくい表現となる可能性があるので、
巧みに避けた結果であろう5)。
英語はどうであろうか。
18)Ｙｂｕｄｏｎ，tknowyetwhatlmeantodo.(英語訳：160）
18)の英語訳を見る限り、ドイツ語にほぼ対応しているようである。
＊
以上のよう|こ、７)・８)・１３)では、士官が「お見通し」発言によって旅行者に
対して上位にいることが示される。ところが、その上位性は、旅行者による１６）
の発言によって否定される。こうして、登場人物間の支配力の違いが「お見通
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し」発言によって明示的に提示されるという「判決」と同様の構造が見出され
た。
「判決」では、息子と父の対立が基礎にある。Nishijima(2005)で示唆したよ
うに、前段では息子のゲオルクが父に対して支配力をもっていることが示され
る。ところが、後段で、支配力をもっているのは実は息子ではなく、父が息子
に対して支配力をもっていることが明らかになり、最終的に父親の発言が息子
に死刑判決を下すことになる（弱い父から強い父への転換)。
他方、『流刑地にて」での対立関係にあると見なされるのは、士官と旅行者
である。前段で士官がときおり「お見通し」発言を実行する。これは、対話相
手に対して上位にあることを暗示する－つの手段とみなすことができる。とこ
ろが、後半部で、「下位」だと考えられていた旅行者が士官に対して支配力を提
示する。その発言が結果として士官に死刑判決をくだすことになる（弱い旅行
者から強い旅行者への転換)。
5．おわりに
本稿で明らかにしたように、「判決」と同様に「流刑地にて」においても支配
力が登場人物間で差があり、なおかつ、それが「移動」する。そして、その結
果として、前段において－人の登場人物によって「弱者」扱いされていた別の
登場人物が､後段になると「強権」を発動し、前者に「刑罰」を科すことになる。
共通する構造をもつとされる三作品のうちの残りの－篇『変身』もこの点で
共通しているとするなら、同種の対立が存在し、支配力を持つ登場人物が前半
と後半で異なるはずである。たしかに、「変身」でも前段で弱弱しく見えた父
が、後段で強く変身する。その発話には、「お見通し」発言が出現している可能
'性がある。その調査と分析は別稿で扱う予定である。
注
1）手元にある訳書から他の訳例を挙げておく。カッコ内の数字は当該箇所のページ
数を表わしている（以下、同様)。
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谷訳：（こう、司令官のほうは、算段しているのです）
（自分は、ずっと、司令官のつもりになって、しゃべっているわけです
が）（169）
原田訳：（そう司令官は考えているのです）
（私は相変らず司令官の考えているままの意味でお話ししているので
すが）（382）
円子訳：（と、司令官は考えているのです）
（自分は依然として司令官の考えを言っているのですが）（147）
2）他の訳はつぎのとおり。
谷訳：「抗議しようとなさるでしょう」（178）
原田訳：「こんなふうにあなたは意議を申されるでしょう」（383）
円子訳：「あなたは抗議なさろうとします」（147）
池内訳以外でも、推量を表わす語句が付け加えられていることがわかる（下線部
を参照)。それだけ、日本語としてはしっくりこない表現なのであろう。
3）同じく他の訳例を引用しておく。
谷訳：「あなたは、なんとかして、人の目を惹こうとなさるでしょう。あなた
が、大聲で、叫ぼうとなさっても､」（170）
原田訳：「あなたはご自分にみんなの注意をひこうとされるでしょう。叫ぼう
とされるでしょう」（383）
円子訳：「あなたはご自分の存在を主張なさろうとします、叫ぼうとなさいま
す」（148）
ここでも、推量形が使われていることが分る（下線部を参照)。
4）池内訳ではわからないが、他の訳文をみると、下線部のように推量表現が使用さ
れていることから、やはり日本語に合わせた訳が考えられていることがわかる：
谷訳：「いや、むろん、加勢して下さる心組に違いありません。心組どころか、
それこそ、あなたにとっても義務なのです」（174）
原田訳：「でも、むろんお助け下さるものと思います」（385）
円子訳：「いや、もちろんあなたはそうなさりたいご心境でしょう、それどこ
ろか、支援せずにいられないご心境なのでしょう」（151）
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5）これについても他の訳文を挙げておく。
谷訳：「あなたには、私が何をしようと思っているのか、まだ、分っていませ
ん」（175）
原田訳：「あなたは、私が何をしようとしているのか、まだおわかりになって
いません」（386）
円子訳：「わたしがどのように行動するか、まだお話ししていません」（151）
前二者は、ドイツ語と同じ視点から訳されている。ところが、最後の訳例の発話
は、池内訳と同様に、相手ではなく、自分の視点から説明しだしている。
[使用テクスト］
ＤａｓｍｒＧｉＺＩｎ:FranzKafka:DruckezzJLebzBiZ巳nKritischeAusgabe・Hrsg、
vonWKittle]ＱＨ.-Ｇ．ＫｏｃｈｕｎｄＧ・Neumann，Frankfilrt/Ｍ：Fischer
nlschenbuchVerlag,2002,41-61.
,2曲rSZI1allmbmb・Ｉｎ:FranzKafka:DrzJckDzzJLe6zeiZBn､Hrsg・vonW
Kittler，Ｈ・-Ｇ．ＫｏｃｈｕｎｄＧ、Neumann，Frankfurt/Ｍ：Fischer
nlschenbuchVerlag,2002,201-269．
Ｂ２２ｎＺ９ｍｕ２－Ｚ２鯉FranzKafka:〔枡esamme/ＺｅりぬzASinEhzBZ賊､｡、.Hrsg・
ｖｏｎＭ・Brod,FrankfUrt/Ｍ:SFischerVerlag,1958.
[翻訳テクスト］
谷友幸（訳）：「流刑地にて」『カフカ全集Ⅲ」新潮社,1953,151-184．
原田義人（訳）：「流刑地で」『カフカ』（世界文学大系５８），筑摩書房,1960,
373-390.
円子修平（訳）：「流刑地にて」『カフカ全集１』新潮社,1980,133-158．
池内紀（訳）：「流刑地にて」「カフカ短篇集」岩波書店（岩波文庫），1987,
50-102．
英語訳:ｈ坊e比naZCbﾉmyB⑰eCMecZeaShortSZDmesofYEMjMZL4EK4・
ＥｄｉｔｅｄｂｙＮａｈｕｍＮ・G1atzer,Harmondsworth:PenguinBooks､
1988,140-167.
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資料
以下に引用するのは、、２．没ｒＳ世r1azZmﾉbｍｂ（『流刑地にて』）の会話部分にお
ける二人称代名詞「Sie」を主語に含むOffizier（士官）とReisender（旅行者）
の発話文である。発話末にあるカッコ内の数字は、テクストのページ数を表わ
している。
[使用テクスト］
hdDrSkzlalltnZbn由．Ｉｎ：FranzKafka：ＤｒｕｃＡｅｚｕＬｅ６ｚＢｊＺＢｎ・Kritische
AusgabeHrsg､ｖｏｎＷＫｉｔｔｌｅｍＨ.-Ｇ.ＫｏｃｈｕｎｄＧ・Neumann，Fischer
nlschenbuchVerlag,2002,201-269.
＠筋屍ね〆
NunsehenSieaberdiesenApparat.(204）
WOnenSiesichnichtsetzen?(205）
HabenSievonunseremfriiherenKommandantengeh6rt?(205）
Schade,da6SiedenfriiherenKommandantenmchtgekannthaben!(206）
Erbesteht,wieSiesehen,ausdreiTbnen.(206）
Siewerdenesiibrigensgleichverstehen.(207）
Siewerdenihrdannbesserfblgenk6nnen.(207）
ＥｓｉｓｔｇａｎｚｕｎｄｇａｒｍｉｔｅｉｎｅｒＷａｔｔｅｓｃhichtbedeckt；denZweckdessen
werdenSienocherfahren(207）
befnhlenSieesselbst.(208）
nunh6renSie1(209）
SiewerdeniihnlicheApparateinHenanstaltengesehenhaben.(209）
Siewissenauchdasnicht？VerzeihenSie，wennvielleichtmeine
Erkliirungenungeordnetsind；ichbitteSiesehrumEntschuldigun9．
（209）
SiewontendiesenFanerklarthaben.(212）
WieSiesehen,entsprichtdieEggederFormdesMenschen.(213）
９６
WOUenSienichtniiherkommenundsichdieNadelnansehen?(215）
SiesehenzweierleiNadelnmvielfacherAnordnung.(215）
SetzenSiesich,ichzeigesielhnenausdieserEntfernungdannwerdenSie
allesgutsehenk6nnen.(217）
LesenSie.(217）
AuchSiewUrdenesschlie61ichgewiBerkennen.(217）
K6nnenSiejetztdieArbeitderEggeunddesganzenApparateswiirdigen？
－SehenSiedoch1(218）
Achtung,tretenSiezurSeite1(218）
BegreifbnSiedenVOrgang?(218）
Siehabengesehen，esistmchtleicht，dieSchriftmitdenAugenzu
entziffbrn.(219）
IchwnleinigeWOrteimVertrauenmitlhnensprechen，ｉｃｈｄarfdas
doch?(224）
DiesesVerfahrenunddieseHmrichtung，dieSiejetztzubewundern
Gelegenheithaben,hatgegenwartiginunsererKoloniekeinenoffbnen
Anhiingermehm(224）
WennSieheute，alsoaneinemHinrichtungstag，ｉｎｓ'meehausgehenund
herumhorchen,werdenSievielleichtnurzweideutigeAuBerungenh6ren．
（224）
MerkenSiedieSchande?(227）
SeineBerechnungistsorgfmtig:Siesinddenzweitennlgaufderlnse1,Sie
kanntendenaltenKommandantenundseinenGedankenkreisnicht,Sie
sindmeuropiiischenAnschauungenbefangen，vieneichtsindSieein
grundsiitzlicherGegnerderlbdesstrafbimaUgemeinenundeiner
derartigenmaschmenenHinrichtungsartimbesonderen，Siesehen
iiberdies,wiedieHinrichtungohne6ffbntlicheAntennahme,traurig,auf
einerbereitsetwasbeschiidigtenMaschinevorsichgeht-wiireeｓｎｕｎ，
allesdieseszusammengenommen（sodenktderKommandant),nicht
９７
sehrleichtm6glich，da6SiemeinVerfahrennichtfUrrichtighalten？
ＵｎｄwennSieesmchtfIirrichtighalten,werdenSiedies(ｉｃｈｒｅｄｅｎｏｃｈ
ｉｍｍｅｒｉｍＳｉｎｎｅｄｅｓＫｏｍｍandanten）nichtverschweigen，dennSie
vertrauendochgewi61hrenvielerprobtenUberzeugungen・Siehaben
anerdingsvieleEigentiimlichkeitenvielerV61kergesehenundachten
gelernt，SiewerdendaherwahrscheinlichsichnichtmitganzerKraft，
wieSieesvielleichtinlhrerHeimattunwiirden，gegendasVerfahren
aussprechen.(228）
Siewerdenetwasagen(…).(229）
Siewoneneingreifen，Siehabennichtdasgesagt，waserverkUndet，Sie
habenmeinVerfahrennichtunmenschlichgenannt,imGegenten,Ihrer
tiefbnEmsichtentsprechend,haltenSieesfnrdasmenschlichsteund
menschenwiirdigste,SiebewundernauchdieseMaschinerｉｅ－ａｂｅｒｅｓｉｓｔ
ｚｕｓｐｉｉｔ;ＳｉekommengarnichtaufdenBalkon,derschonvonDamenist；
Siewollensichbemerkbarmachen；Siewollenschreien；abereine
DamenhandhiiltlhnendenＭｕｎｄｚｕ－ｕｎｄｉｃｈｕｎｄｄａｓＷｅｒｋｄｅｓａｌｔｅn
Kommandantensindverloren.(229f）
EgjggDDdhI・
SieUberschiitzenmeinenEinflu6.(230）
IstseineMeinungiiberdiesesVerfahreneinesobestimmte,wieSieglauben，
dann,flirchteich,istallerdingsdasEndediesesVerfahrensgekommen，
ohnedaBesmeinerbescheidenenMithilfbbediirfte.(230）
、冊､ロァ
SiekennendenKommandantennicht；Ｓｉｅｓｔｅｈｅｎｉｈｍｕｎｄｕｎｓａｎｅｎ－
ｖｅｒｚeihenSiedenAusdruck-gewissermaBenharmlosgegeniiber；Ihr
EinnuB，glaubenSieminkannnichthochgenugeingeschiitztwerden・
Ichwarjagliicksehg，alsichh6rte，daBSieaUeinderExekution
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beiwohnensollten.(230f）
habenSiemeineErkliirungenangeh6rt，dieMaschinegesehenundsind
nunimBegriffb，dieExekutionzubesichtigen・IhrUrtenstehtgewi6
schonfbst.(231）
ＵｎｄｎｕｎｓｔｅｕｅｉｃｈａｎＳｉｅｄｉｅＢｉｔｔｅ：helfbnSiemlrgegenUberdem
Kommandanten1(231）
のり95姉らF
Siek6nnenes.(231）
Siek6nnenes.(231）
Sieglauben,IhrEmflu6genUgenicht.(231）
IchweilLdaBergenUgt・Aberzugestanden,da6Sierechthaben,istesdenn
nichtnotwendig，zurErhaltungdiesesVerfahrensalles，selbstdas
m6glicherweiseUnzureichendezuversuchen？H6renSiealsomeinen
PlanZuseinerAusfUhrungistesvorallemn6tig,da6Sieheuteinder
KoloniemitlhremUrteilUberdasVerfHhrenm6glichstzurUckhalten、
WennmanSienichtgeradezufragt,dUrfenSiesichkeinenfallsAu6ern；
IhreAu6erungenabermussenkurzundunbestimmtsein；mansoll
bemerken，ｄａ６ｅｓｌｈｎｅｎｓｃｈｗｅrwird，darUberzusprechen，daBSie
verbittertsind，ｄａ６Ｓｉｅ，fallsSieoffbnredensoUten，geradezuin
VerwUnschungenausbrechenmU6ten､Ichverlangenicht,da6SielUgen
sonemkeineswegs;Siesonennurkurzantworten,ｅｔｗａ:,Ja,ichhabedie
Exekutiongesehen`,ｏｄｅｒ,Ja,ichhabealleErklarungengeh6rt.`Ｎｕｒｄａ，
nichtsweiterFUrdieVerbitterung,diemanlhnenanmerkensoll,istja
genUgendAnla6,wennauchnichtimSinnedesKommandanten.(231f）
NunwerdenSiegewilJaufjedenFaUzuderSitzungeingeladenwerden；
wennSiesichheutemeinemPlanegemii6verhalten,ｗｉｒｄｄｉｅＥｉｎｌａｄｕｎｇ
ｚｕｅｍｅｒｄringendenBittewerdenSoUtenSieaberauslrgendeinem
unerfindlichenGrundedochmchteingeladenwerde､，ｓｏｍＭｔｅｎＳｉｅ
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allerdmgsdieEinladungverlangen；da6Siesiedannerhalten，ist
zweifbllos・ＮｕｎｓｉｔｚｅｎＳｉｅａｌｓｏｍｏｒｇｅｎｍｉｔｄｅｎＤａmeninderLogedes
Kommandanten、Erversichertsich6ftersdurchB1ickenachoben，da6
Siedasind.(232f）
Ichm6chtedieserMeldungnurhinzufngen，daBgeradedieserExekution
dergro6eForscherbeigewohnthat，vondessenunsereKolonieso
auBerordentlichehrendenBesuchSieallewissen.(233）
DerKommandantverbeugtsichvorlhnenundsagt：，Ｄａｎｎｓｔｅｌｌｅｉｃｈｉｍ
ＮａｍｅｎａｌｌｅｒｄｉｅＦｒage.`ＵｎｄnuntretenSieandieBrUstungLegenSie
dieHiindefnrallesichtbarhin,sonstfassensiedieDamenundspielen
mitdenFingern.－UndjetztkommtendlichlhrWOrt､Ichwei6nicht，
wieichdieSpannungderStundenbisdahinertragenwerde・Inlhrer
RedemiissenSiesichkeineSchrankensetzen，machenSiemitder
WahrheitLiirm,beugenSiesichUberdieBrUstung,brUllenSie,aberja，
ｂｒＵｎｅｎＳｉｅｄｅｍＫｏmmandantenlhreMeinung,IhreunerschUtterliche
Meinungzu・AbervieneichtwollenSiedasnicht，esentsprichtnicht
IhremCharakterbinlhrerHeimatverhAltmansichvielleichtinsolchen
Lagenandersauchdasistrichtig,auchdasgeniigtvollkommen,stehen
SiegarnichtaufsagenSienureinpaarWOrte,fliisternSiesie,daBsie
geradenochdieBeamtenunterlhnenh6ren,esgenUgt,Siemiissengar
nichtselbstvondermangelndenT1ennahmeanderExekution,vondem
kreischendenRad,demzerrischenRiemen,demwiderlichenFilzreden，
nein,allesWeitereiibernehmeich,und,glaubenSie,ｗｅｎｎｍeineRede
ihnnichtausdemSaalejagt,sowirdsieihnaufdieKniezwingen,da6
erbekennenmu6:AlterKommandant,ｖｏｒｄｉｒｂｅｕｇｅｉｃｈｍｉｃｈ－Ｄａｓｉｓｔ
ｍｅｉｎＰlan;wollenSiemirzuseinerAusfiihrunghelfbn？AbernatUrlich
wollenSie,mehralsdas,SiemUssen.(234f）
ZＯＯ
Ｅｇｉ画gDpqigF
WO11enSieeineErkliirung?(235）
NocheheSiemichinsVertrauenzogen-diesesVertrauenwerdeich
natiirlichunterkeinenUmstiindenmiBbrauchen-habeichschon
Uberlegt,obichberechtigtwdre,gegendiesesVerfahreneinzuschreiten
undobmemEinschreitenauchnureinekleineAussichtaufErfblg
habenk6nnte.(235）
Siehabenesmlrnochklarergemacht,ohneaberetwamemenEntschluB
erstbefbstigtzuhaben,imGegenteLIhreehrlicheUberzeugunggeht
mirnahe,wennsiemichauchnichtbeirrenkann.(235ft）
Siewissennochnicht,wasichtunwnl.(236）
IchwerdemeinAnsichtUberdasVerfahrenderKommandantenzwarsagen，
abernichtmeinerSitzung.(236）
＠筋z叱り灰
LesenSie.(238）
SehenSiedasBlattdochgenauan.(238）
Jetztk6nnenSieesdochlesen.(238）
